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 2022 年 11月号：忘・新年会を「開催しない」61.4％、前年から 9ポイント減少 
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【2022 年 11月号の内容】 

 

 1) 忘・新年会を「開催しない」61.4％、前年から 9ポイント減少 

 2) 2022 年（1-9 月）上場企業「早期・希望退職」実施状況 

 3) 全国の空港ビル 40 社 売上高はコロナ前の 3分の 1 

 4) 脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動 

 5) エコ・ファースト シンポジウム開催 

 6) 「きんき共創マッチング」～自治体と企業等による共創マッチング～ 
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当グループは地元大阪のサッカーチーム「FC 大阪」様を応援しています。 

「FC 大阪」様の 11月開催予定のホームゲームに無料でご招待！ 

https://forms.gle/nnA6qveWtBd7bFK19 

※詳しくは上記 URLのフォームにアクセスしてご確認ください 
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【1】忘・新年会を「開催しない」61.4％、前年から 9ポイント減少 

…………………………………………………………………………………………… 

 

新型コロナ感染拡大から 3回目の冬を迎える。第 7波の新規感染者数はピークを 

越えたが、再び増加の兆しがみられるなど予断を許さない状態が続いている。 

 

■詳しくはこちら 

https://www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20221028_01.html 

※外部サイトとなります。 
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【2】2022 年（1-9 月）上場企業「早期・希望退職」実施状況 

…………………………………………………………………………………………… 

 

2022 年 1-9月に早期・希望退職者の募集が判明した上場企業は、33 社にとどまる 

ことがわかった。 

コロナ禍の 2020 年以降、1-9月累計では社数、募集人数ともに最少を記録した。 

募集人数は、通年ではコロナ前の 2019年を下回る可能性も出てきた。  

 

■詳しくはこちら 



https://www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20221101_02.html 

※外部サイトとなります。 
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【3】全国の空港ビル 40 社 売上高はコロナ前の 3分の 1 

…………………………………………………………………………………………… 

 

全国の主な空港ターミナルビル経営会社 40 社の業績は前期から回復を見せたが 

売上高合計はコロナ前の 3分の 1にとどまり、経常利益の合計は 371 億円の赤字 

だった。 

売上高トップは、羽田空港の日本空港ビルデングの 531 億 6,600 万円で、コロナ 

前から約 7割減に落ち込んだ前期とほぼ同水準だった。 

 

■詳しくはこちら 

https://www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20221031_01.html 

※外部サイトとなります。 
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【4】脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動 

…………………………………………………………………………………………… 

 

2050 年カーボンニュートラル及び 2030 年度削減目標の実現に向けて、 

暮らし、ライフスタイルの分野でも大幅な CO2削減が求められます。 

そこで、国民・消費者の行動変容、ライフスタイル変革を促すため、 

衣食住にわたる国民の将来の暮らしの全体像 

「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの 10年後」を明らかにし、 

具体的なアクションを提案するとともに、自治体・企業・団体等の参加の下、 

脱炭素化による豊かな暮らし創りに向けた取組を展開し、新たな消費・行動の喚 

起とともに、 

国内外での脱炭素型の製品・サービスの需要創出にもつなげていきます。 

 

■詳しくはこちら 

https://www.env.go.jp/press/press_00736.html 

https://ondankataisaku.env.go.jp/cn_lifestyle/ 

※外部サイトとなります。 
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【5】エコ・ファースト シンポジウム開催 

…………………………………………………………………………………………… 

 



環境省とエコ・ファースト推進協議会の共催で、 

今年もエコ・ファーストシンポジウムが開催されます。 

このシンポジウムでは、これから起こり得る環境問題を想定し、 

その地球レベルでの状況や対応策などの情報を共有することで、 

ビジネスの可能性を見出し、企業での事業に反映させていくことを目指します。 

今年のテーマは、「生物多様性・自然資本と企業活動」。 

今話題の「TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）」の最新状況についての 

基調講演の他、企業による先進的な取組の発表、パネルディスカッションを予定 

しています。 

 

【日時】令和 4年 11月 18 日（金）13：00～16：00 

【開催方法】オンライン 

【参加費】無料 

【参加申込み（定員：先着 1000 名）】 

 

■詳しくはこちら 

https://ecofirst.info/ 

※外部サイトとなります。 
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【6】「きんき共創マッチング」～自治体と企業等による共創マッチング～ 

…………………………………………………………………………………………… 

 

地域が抱える課題の複雑化や財政制約など自治体を取り巻く環境が変化する中、 

持続可能な地域づくりを加速する上では、自治体が企業・民間団体等と協働して 

共に新たな価値を創造する取組（「共創」）が必要と考えております。 

このたび、環境省近畿地方環境事務所ときんき環境館では、 

自治体と地域課題解決に向き合う企業等の出会いと「共創」を促す目的で、 

「きんき共創マッチング」を実施します。 

 

■詳しくはこちら 

https://kinki.env.go.jp/topics_00020.html 

※外部サイトとなります。 
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※本メールは EST Group のサービスをご利用いただいた方にお送りしています。 

※今後 EST Group からのご案内が不要の場合、ご連絡ください。 

※記載された内容は予告することなく変更される場合があります。  

 

EST Group 株式会社 
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